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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview/ ( 日本語 )

これらのサイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳細が

掲載されています。 日本語サポートサイ ト を表示するには、 上記英語版サイ トから [Support] をク リ ッ ク し、

[Software Support Online] をク リ ッ ク して ください。 サポートサイ トでは、 次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• ソフ ト ウェアパッチを探す

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポートの問い合わせ先を調べる

• 他のお客様とのディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングに登録する
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1

概要

Interface Discovery Datapipe は、 SNMP の管理対象デバイス上のインタフェースを検出しま

す。 Interface Discovery Datapipe はインタフェースを検出するだけでなく、 検出されたインタ

フェースの設定データも管理します。 ifIndex の値が変更された場合にデータの継続性を確保す

るため、 Interface Discovery Datapipe では以下のよ う な代替の固定属性を使用するこ とができ

ます。

• ifDescr

• ifName

• ifAlias

次のレポートパッ クでは、 Interface Discovery Datapipe によって管理されるデータを使用しま

す。

• ATM Report Pack

• Cisco Ping Report Pack

• Frame Relay Report Pack

• Interface Reporting Report Pack

• MPLS VPN Report Pack

• NetFlow Interface Report Pack

• NetFlow Global View Report Pack

「ログの再インデックス」 レポート

Interface Discovery Datapipe には、 「ログの再インデッ クス」 レポートが含まれています。 この

レポートは、 パッケージをインス トールする と OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバーに配布されま

す。 ログの再インデッ クスには次の情報が含まれます。

• 各インタフェースの識別情報 ( 属性と値 )

• レポートの日付と時刻

• 各インタフェースの MIB-2 ifIndex 値 ([ 現在のインデッ クス ] 列 )

• 前のインデッ クス識別子 ( 存在する場合 )
7



バージョ ン履歴
• 属性変更の数

以下に示すよ うに、 このレポートは既存のデバイスが再インデッ クス化された り、 新規デバイス
が追加された り した場合には必ず更新されます。

バージ ョ ン履歴

次の表に、 Interface Discover Datapipe に対して加えられた 近の拡張機能をまとめます。

バージ ョ ン リ リース日 機能 / 拡張機能

1.0 2003 年 1 月 Sybase のサポート

1.1 2003 年 5 月 マイナー修正

1.1 2003 年 10 月 変更なし
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第 1 章
追加情報の入手先

本マニュアルに関連する ドキュ メン トには次のものがあ り ます。

• 『Interface Discovery Datapipe 2.1 ユーザーガイ ド』

• 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』

• 『Interface Reporting Report Pack ユーザーガイ ド』

• RNS 7.0 のリ リース ノート (2004 年 11 月 )

主力製品である OVPI のマニュアルと、 OVPI 上で動作するレポート機能についてのマニュアル

は、 次の Web サイ トからダウンロードできます。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )

[Support]>[ 製品マニュアル ( 英語 )] を選択する と、 「Product Manuals Search」 ページ （英語） が

表示されます。 OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示さ

れます。 また、 レポート機能、 NNM SPI、 および NNM 関連のマニュアルは、 [Reporting and 
Network Solutions] を選択する と表示されます。

日本語のマニュアルは以下の URL から も入手できます。
http://www.jpn.hp.com/doc/manual/openview/index.html

[Reporting and Network Solutions] の下の項目には、 発行年月が示されています。 ユーザーガイ ド

が改訂されて新しいものが公開される と、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号が変わらない場合で
も、 発行年月が変わり ます。 改訂したマニュアルは定期的に公開されるため、 このサイ ト を見て
更新されていないかを確認して、 新版でない可能性のある古い PDF を参照するのは避けてく

ださい。

2.0 2004 年 4 月 OVPI オブジェク トマネージャのサポート

Oracle のサポート

2.0 2004 年 8 月 変更なし

2.1 2004 年 11 月 Juniper .dis ファ イルの追加

バージ ョ ン リ リース日 機能 / 拡張機能
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追加情報の入手先
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2

データパイプのインストール

本章では、 次の項目について説明します。

• 円滑なインス トールのためのガイ ド ラ イン

• パッケージマネージャの実行

• リ モートポーラー用の追加手順

• パッケージの削除

Interface Discovery Datapipe のバージ ョ ン 2.1 では OVPI 5.0 が必要です。 Interface Discovery 
Datapipe を使用するためのパッケージレベルの前提条件はあ り ません。

円滑なインストールのためのガイドライン

RNS 7.0 CD には、 NNM 用のコンポーネン ト と OVPI 用のコンポーネン トが含まれています。 
OVPI 用のコンポーネン トのインス トールを選択した場合は、 CD のインス トールスク リプ トに

よって CD からすべての OVPI パッケージが抽出され、 お使いのシステムの Packages ディレク

ト リにコピーされます。 抽出処理が終わる と、 インス トールスク リプ トは Performance Insight
を起動し、 パッケージマネージャインス トールウ ィザードを起動します。

OVPI パッケージを CD からすでに抽出済みの場合は、 すでにシステムにすべてコピーされてい

るので、 インス トールを開始できます。 Performance Insight を起動して、 パッケージマネー

ジャを開始し、 画面の指示に従って Interface Discovery Datapipe をインス トールして くださ

い。 パッケージマネージャを使用する前に、 次のガイ ド ラ インを再確認して ください。

以前のバージ ョ ンの削除

レポートパッ クにはアップグレードできるものもあ り ますが、 データパイプはアップグレードで
きません。 Interface Discovery Datapipe 2.1 用のアップグレードパッケージはないため、 古い

バージ ョ ンを実行している場合は、 初にそれをアンインス トールして ください。

古いバージ ョ ンをアンインス トールする と、 以下のよ うな影響があ り ます。

• IR ifEntry Datapipe は Interface Discovery Datapipe に依存しています。 そのため、

Interface Discovery Datapipe の古いバージ ョ ンを削除する と、 パッケージマネージャは自

動的に IR ifEntry Datapipe の古いバージ ョ ンを削除します。
11



パッケージマネージャの実行
• インタフェース設定データが失われます。 ただし、 失われたデータはすぐに再収集され、 レ

ポートに影響はあ り ません。

• フラグが設定された収集をポーリ ングしていた場合 ( フラグの設定されたインタフェースだ

けをポーリ ング )、 バージ ョ ン 2.1 がインス トールされた後で、 ポーリ ングフラグを再準備

する必要があ り ます。

• ポーリ ンググループ情報が失われます。 バージ ョ ン 2.1 がインス トールされた後で、 デバイ

スに適切なインタフェース識別子グループを再度割り当ててください。

分散システム

分散システムの場合、 インス トールはさ らに複雑になり ます。 ポーリ ングを実行するすべての

OVPI サーバーにそれぞれ Interface Discovery Datapipe をインス トールします。 中央サーバー

がポーリ ングを実行していない限り、 中央サーバーに Interface Discovery Datapipe をインス

トール必要はあ り ません。

パッケージマネージャの実行

RNS CD を挿入し、 OVPI ソ リ ューシ ョ ンコンポーネン ト を抽出する指示手順に従います。 
Windows の場合、 [ メ イン メニュー ] が自動的に開き、 そこに指示手順が表示されます。 UNIX
の場合、 root でログインし、 CD が自動的にマウン ト されない場合は CD をマウン ト し、 CD の

上位ディレク ト リに移動して ./setup コマンドを実行します。

OVPI パッケージが抽出され、 システムにコピーされる と、 インス トールスク リプ トがパッケー

ジマネージャを開始します。 パッケージマネージャインス トールウ ィザードが起動されていて現

在実行中である場合は手順 4 から、 そ うでない場合は手順 1 から開始して ください。

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows NT: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] の順に選択します。

UNIX: root でログインし、 次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 [ 管理コンソール ] からパッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う

こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのインス トール先ディ レク ト リ を受け入れる

か、 必要に応じて別のディ レク ト リ を指定します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 OVPI ユーザー名とパ

スワードを入力します。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 次のチェッ クボッ ク

スをク リ ッ ク します。

IFEntry_Disc_Datapipe 2.1
12



第 2 章
8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 タイプの検出を実行する

にはデフォルト を受け入れます。

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

10 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 インス

トールが開始されます。 インス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッ
セージが表示されます。

11 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

12 OVPI Timer を再起動します。

Windows NT: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] の順に選択します。

UNIX: root でログインし、 次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

これで、 Interface Discovery Datapipe がシステムにインス トールされました。

パッケージの削除

Interface Discovery Datapipe をアンインス トールするには、 以下の手順に従います。

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

3 [ 管理コンソール ] からパッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う

こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

4 画面に表示されるパッケージの削除手順に従います。 プロンプ トが表示されたら、 削除する
Interface Discovery Datapipe を選択して ください。 アンインス トールが完了する と、 パッ

ケージの削除完了メ ッセージが表示されます。

5 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

6 OVPI Timer を再起動します。

Interface Discovery Datapipe には、 ベンダー固有のタイプ検出ファ

イルが含まれています。 これらのファ イルは、 適切な index-by グ

ループをそれぞれのベンダーに属するデバイスに自動的に割り当てま
す。 追加のデバイスタイプに代替インタフェース識別子を手動で割り

当てる場合は、 以下の手順に従います。

• [ タイプの検出 ] オプシ ョ ンを無効にします。

• パッケージのインス トール後、 ポーリ ングポ リシーの管理を使用
してデバイスに適切な index-by グループを割り当てます。
13



パッケージの削除
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3

パッケージの設定

この章では、 以下の方法について説明します。

• 再インデッ クス化のサポート を有効にする

• インタフェース識別子の変更

• リ モートポーラー用のポーリ ンググループおよびポーリ ングポ リ シーの設定

特定のデバイスに対するポーリ ングがすでに開始された後でそのデバイスのインタフェース識別
子を変更した場合、 変更後に収集されたデータは新しいインタフェース識別子を使用するため、
変更前のデータ と変更後のデータ とは関連付けられません。 このよ う な事態を避けるには、 デー

タ収集が開始される前に、 すべてのデバイスを目的の index-by グループに割り当ててください。

再インデックス化のサポート を有効にする

MIB-2 定義は ifIndex の固定値を保証するものではあ り ません。 インタフェースの追加または削

除、 ソフ ト ウェアのアップグレード、 またはシステムのリブートによっても、 インタフェースの
ifIndex 値が変わるこ とがあ り ます。 このよ う なイベン トが発生し、 一意の固定識別子が使用さ

れていない場合、 再インデッ クス化が行われる前に収集されたデータはインタフェースに関連付
けられません。

Interface Discovery Datapipe では以下の代替識別子が使用できます。

• ifDescr ― index-by-ifDescr ポーリ ンググループでサポート

• ifName ― index-by-ifName ポーリ ンググループでサポート

• ifAlias ― index-by-ifAlias ポーリ ンググループでサポート

再インデッ クス化を有効にするには、 デバイスで一意の、 固定された代替識別子 (1 つだけの代

替識別子 ) を選択します。 Interface Discovery Datapipe には、 特定のタイプのデバイスを自動

的に代替インタフェース識別子に割り当てる、 ベンダー固有のタイプ検出ファイルが含まれてい
るこ とに留意して ください。 このため、 選択処理の一部はすでに完了しています。 index-by-
ifIndex から他のグループにデバイスを移動している場合、 識別子が更新され、 ifIndex は新しい

識別子に置き換えられます。
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インタフェース識別子の変更
次の表に、 デバイスタイプと事前に割り当てられた識別子を示します。

Interface Discovery Datapipe は、 ベンダー固有のタイプ検出ファ イルを DPIPE_HOME/
scripts ディ レク ト リにインス トールします。 index-by グループに割り当て済みのデバイスがす

でにある場合、 またはデバイスを手動で割り当てる場合は、 以下の手順に従います。

1 タイプ検出を無効にします。

2 scripts ディ レク ト リから .dis ファ イルを削除します。

3 デバイスを手動で割り当てます。

インタフェース識別子の変更

index-by-ifIndex グループはデフォルトのグループです。 GENMIB2IF_Datapipe グループに属

しており、 index-by-ifAlias、 index-by-ifDescr、 または index-by-ifName には属さないすべての

デバイスが自動的にこのグループに含まれます。

インタフェース識別子の変更方法

インタフェース識別子を変更するには、 以下の手順に従います。

1 各デバイスタイプごとに、 インタフェース識別子を選択します。

2 そのタイプの各デバイスを適切な index-by グループに割り当てます。

a [ 管理コンソール ] を起動します。

b [ ポーリングポリシー ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ ポーリ ングポ リ シーの管理 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

c [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ] の順に選択します。

d 上のペインで [ 同じタイプのすべてのノード ] を選択し、 下のペインで必要な index-by
グループを選択します。 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

e このグループに割り当てられる ノードを左側のペインで選択し、 [>>] をク リ ッ ク し

て右のグループに移動します。 完了したら [OK ] をク リ ッ ク します。

3 必要に応じて、 その他のデバイスタイプおよび index-by グループについても上記の手順を

繰り返します。

4 この手順はオプシ ョ ンです。 タイプ検出によって配置されるポーリ ンググループとは別の

ポーリ ンググループにデバイスを割り当てた場合、 DPIPE_HOME/scripts ディレク ト リか

ら次の Cisco または HP タイプ検出ファイルを削除して ください。

デバイスタイプ OVPI タイプの検出によって割り当てられた識別子

Cisco Catalyst スイ ッチ ifName

Cisco ルーター ifDescr

HP ProCurve スイ ッチ

(800T を除く )
ifName
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• Cisco_device_by_ifName.dis

• Cisco_router_by_ifDescr.dis

• HP_ProCurve_by_ifName.dis

重複識別子のメ ッセージ

デバイスを index-by グループに割り当てる と、 識別子が一意でない場合は、 識別子が重複して

いるこ とを示す次のよ う なメ ッセージが Trend ログに挿入されます。

bcp_gateway,,WARNING,1984,2076,0,"the object [testhost.test.hp.com_AT3/0] is 
duplicate for data table rv_ifentry_disc_ifname"

複数ポーラーの設定

複数のリモートポーラーで Interface Discovery Datapipe を使用している場合は、 追加手順が必

要です。 標準のインス トールでは、 1 つのリモート ポーラーに対して 4 つのグループと 8 つの

ポーリ ングポ リシーが設定されます。 各リモート ポーラーごとに独自のポーリ ンググループと

ポーリ ングポ リシーが必要です。

データパイプパッケージには、 2 つのポーラー用のグループおよび収集ポ リシーファ イルが含ま

れています。 1 つのデータベースに対して 3 つ以上のポーラーを設定する必要がある場合には、

グループファイルとポ リ シーの追加セッ ト を生成する必要があ り ます。

1 システムにログインします。 UNIX の場合は、 root でログインします。

2 Interface Discovery Datapipe パッケージのディ レク ト リに移動します。

UNIX:

$DPIPE_HOME/packages/IFEntry_Disc_Datapipe/IFEntry_Disc_Datapipe.ap

Windows:

%DPIPE_HOME%¥packages¥IFEntry_Disc_Datapipe¥IFEntry_Disc_Datapipe.ap

3 次のコマンドを実行します。

trend_proc -f create_groups_multi_pollers.pro

4 次のコマンドを実行します。

collection_manager -import -file IFEntry_Disc_Collection_Policies_multi_pollers

5 ポーリ ングポ リシーの管理を起動し、 [ 編集 ]>[ データパイプのインス トール ] の順に選択しま

す。

6 [ 作成 ...] をク リ ッ ク して、 新しいポーラーを作成します。 各ポーラーのホス ト名と IP アド

レス ( 任意 ) を追加し、 [OK] をク リ ッ ク します。

7 すべてのポーラーを追加したら、 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して終了します。

8 左のパネルの [ すべて ] をク リ ッ ク してすべてのポーリ ングポ リシーを表示します。

9 元の Flagged Discovery ポ リシー ( 名前の末尾に _p1 または _p2 がないもの ) を削除します。
17
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10 新しい Flagged Discovery ポ リシー ( 名前の末尾に _p1 または _p2 が付く もの ) をダブルク

リ ッ ク して変更します。

a poller1 ポ リシーの [ ポーリングの割り当て先 ] 設定を手順 8 で設定した poller1 のホス

ト名に変更します。

b poller2 ポ リシーの [ ポーリングの割り当て先 ] 設定を手順 8 で設定した poller2 のホス

ト名に変更します。

この時点で、 15 分単位のポ リシーは下表のポ リシーのよ うにな り ます。

11 既存の All Discovery ポ リシーをダブルク リ ッ ク して変更します。

a [ データの収集元 ] オプシ ョ ンについては、 [ タイプとビューとの組み合わせ ] を選択しま

す。

b [ ポーリングするグループの選択 ] の [ 作成 ...] ボタンをク リ ッ ク し、 index-by Type グ

ループと poller1 ビューグループの間に AND ( かつ ) を作成します。

c [ ポーリングの割り当て先 ] 設定を poller1 のホス ト名に変更します。

12 [ ファイル ]>[ ポーリングポリシーの作成 ...] の順に選択して新しい All Discovery ポ リシーを追

加します。

a poller1 ポ リシーと同様の 4 つの新しいポ リ シーを作成します。 ただし、 [ ポーリ ン

グするグループの選択 ] は poller2 グループと等し くなるよ うにします。

b [ データの収集元 ] を [ タイプとビューとの組み合わせ ] に変更します。

c [ ポーリングするグループの選択 ] の [ 作成 ...] ボタンをク リ ッ ク し、 index-by Type グ

ループと poller2 ビューグループの間に AND ( かつ ) を作成します。

d [ ポーリングの割り当て先 ] 設定を poller2 のホス ト名に設定します。

ポーリングポリシー
収集されるデータのテーブル
エイリアス名 収集元のグループ名 ポーリング元

Flagged_ifName_Disc_p1 x_IFEntry_Disc_ifName discover-by-ifName-poller1 poller1 のホス ト名

Flagged_ifAlias_Disc_p2 xV_IFEntry_Disc_ifAlias discover-by-ifAlias-poller2 poller2 のホス ト名

Flagged_ifDescr_Disc_p2 xV_IFEntry_Disc_ifDescr discover-by-ifDescr-poller2 poller2 のホス ト名

Flagged_ifIndex_Disc_p2 xV_IFEntry_Disc_ifIndex discover-by-ifIndex-poller2 poller2 のホス ト名

Flagged_ifName_Disc_p2 xV_IFEntry_Disc_ifName discover-by-ifName-poller2 poller2 のホス ト名

Flagged_ifDescr_Disc_p2 xV_IFEntry_Disc_ifDescr discover-by-ifDescr-poller2 poller2 のホス ト名

Flagged_ifIndex_Disc_p2 xV_IFEntry_Disc_ifIndex discover-by-ifIndex-poller2 poller2 のホス ト名

Flagged_ifName_Disc_p2 xV_IFEntry_Disc_ifName discover-by-ifName-poller2 poller2 のホス ト名
18
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この時点で、 日単位のポ リシーは下表のポ リ シーのよ うにな り ます。

13 上のペインで [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ...]>[ 同じビュー内にあるすべてのノード ] の順に選択

し、 次に下のペインで [poller1] を選択します。 poller1 によって収集される ノードを

[poller1] ビューに割り当てます。

14 上のペインで [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ...]>[ 同じビュー内にあるすべてのノード ] の順に選択

し、 次に下のペインで [poller2] を選択します。 poller2 によって収集される ノードを

[poller2] ビューに割り当てます。

ポーリングポリシー
収集されるデータのテーブル
エイリアス名 収集元のグループ名 ポーリング元

All_ifIndex_Discovery_p2 xV_IFEntry_Disc_ifIndex index-by-ifIndex-poller2 poller2 のホス ト名

All_ifName_Discovery_p2 xV_IFEntry_Disc_ifName index-by-ifName-poller2 poller2 のホス ト名

All_ifAlias_Discovery_p2 xV_IFEntry_Disc_ifAlias index-by-ifAlias-poller2 poller2 のホス ト名

All_ifDescr_Discovery_p2 xV_IFEntry_Disc_ifDescr index-by-ifDescr-poller2 poller2 のホス ト名

All_ifAlias_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifAlias index-by-ifAlias-poller1 poller1 のホス ト名

All_ifDescr_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifDescr index-by-ifDescr-poller1 poller1 のホス ト名

All_ifIndex_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifIndex index-by-ifIndex-poller1 poller1 のホス ト名

All_ifName_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifName index-by-ifName-poller1 poller1 のホス ト名
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4

ポーリンググループとポーリングポリシー

Interface Discovery Datapipe の標準インス トールでは、 5 つのポーリ ンググループと日単位お

よび 15 分単位のポーリ ングポ リ シーの組み合わせが 1 つ有効になり ます。 複数ポーラーのサ

ポート を有効にする必要がない限り、 デフォル トのポーリ ングポ リシーを変更する必要はあ り ま
せん。

ポーリンググループ

Interface Discovery Datapipe のインス トールによって有効になったポーリ ンググループを次の

表に示します。

4 つのグループはすべて GENMIB2IF_Datapipe に基づいています。 index-by-ifIndex グループ

は、 1 時間に 1 回自動的に生成されます。 このグループは、 デバイスが新しいグループに再度割

り当てられても、 index-by-ifIndex からただちに消滅するこ とはあ り ません。 ただし、 その後、

デバイスは新しい index-by グループからポーリ ングされます。

名前 説明

GENMIB2IF_Datapipe MIB-2 をサポートするすべてのノードの 上位レベルのグ

ループです。

index-by-ifAlias GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト 。 識別子と し

て ifAlias を使用するすべてのノードを含みます。

index-by-ifDescr GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト 。 識別子と し

て ifDescr を使用するすべてのノードを含みます。

index-by-ifIndex GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト 。 index-by-
ifAlias、 index-by-ifDescr、 または index-by-ifName グループ

に属さないすべてのデバイスがこのグループに含まれます。 デ
バイスが別のグループに割り当てられない限り、 デバイスのイ
ンタフェース識別子のデフォルト値は ifIndex です。 このグ

ループの編集は必要あ り ません。 

index-by-ifName GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト 。 識別子と し

て ifName を使用するすべてのノードを含みます。
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上記の表の 5 つのポーリ ンググループは、 どれもポーリ ングポ リシーマネージャを使用して参照

および変更するこ とができます。 ポーリ ンググループを参照または変更するには、 [ ポーリ ング

ポ リ シーの管理 ] を開き、 [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ]>[ 同じタイプのすべてのノード ] の順に選

択します。

ポーリングポリシー

Interface Discovery Datapipe の標準のインス トールでは、 以下のポーリ ングポ リシーが有効に

なり ます。

• 4 つの日単位のポ リシー、 各 index-by グループに 1 つずつ

• 4 つの 15 分単位のポ リシー、 各 index-by グループに 1 つずつ

日単位のポリシー

日単位のポ リシーは、 MIB-2 をサポートするすべてのデバイスのすべてのインタフェースを検

出 ( その後、 再検出 ) します。 日単位のポ リシーを以下の表に示します。

15 分単位のポリシー

15 分単位のポ リシーは、 フラグの設定されたデバイスについてのみすべてのインタフェースを

検出します。 15 分単位のポ リシーを以下の表に示します。

ポリシー名

収集されるデータのテーブル
エイリアス名 収集元のグループ名

All_ifAlias_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifAlias index-by-ifAlias

All_ifDescr_Discovery  xV_IFEntry_Disc_ifDescr index-by-ifDescr

All_ifIndex_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifIndex index-by-ifIndex

All_ifName_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifName index-by-ifName

ポリシー名

収集されるデータのテーブル
エイリアス名 収集元のグループ名

Flagged_ifAlias_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifAlias discover-by-ifAlias

Flagged_ifDescr_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifDescr discover-by-ifDescr

Flagged_ifIndex_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifIndex discover-by-ifIndex

Flagged_ifName_Discovery xV_IFEntry_Disc_ifName discover-by-ifName
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Interface Discovery Datapipe は、 コア管理対象ノードテーブル ksi_managed_node に

ifEntry_discover_flag という名前のフラグ列を追加します。 特定のノードに対する再インデッ ク

ス化イベン トが検出された場合、 またはシステムに新しいノードが追加された場合は、 検出フラ
グが設定され、 次のポーリ ング周期中にそのノードのインタフェースが再検出されます。
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